
Asia OA Meeting 2017 

“Moving to higher ground - from open access to open science in Asiai” 参加報告ii 

 

 日程： 2017年 12月 3日（土）～7日（木） 

 場所： Mirage Lords Inn Kathmandu, Kathmandu, Nepal 

 報告： 中谷 昇（JPCOAR広報普及作業部会・鳥取大学） 

 

1. 概要 

 2017 年 12月 4 日から 6 日にかけて、ネパール

の首都カトマンズにおいて、オープンアクセスリ

ポジトリ連合（COAR）の主催する Asia OA 

Meeting 2017“Moving to higher ground - from 

open access to open science in Asia”が開催され

た。今回の会議は、オープンアクセス（OA）・オー

プンサイエンス（OS）の国際動向およびアジア各

国の活動に係る情報共有を図ると同時に、開催国であるネパールの活動を発展させる一助

となることを目的としていた。筆者は、各国にて OA・OS 等を推進するスタッフの活動状

況を共有するセッション”Institutional role in supporting open access, open science, open 

data”において、日本の機関リポジトリ担当者等のこれまでの活動について発表した。 

 

2. 発表概要 

 “Activities of Institutional Repository staff and 

community in Japan”と題して、日本の機関リポジトリ

担当者のコンテンツ収集、方針策定等の業務、および

JPCOAR 等のコミュニティにおける研修・フォーラム

等の支援活動について報告した。 

 質疑では、研修資料や研究データ管理トレーニングツ

ールの英訳版の有無等について問われ、同席した山地一

禎研究データタスクフォース主査より、英訳版作成の検

討もしているが、詳細は未定である旨、回答された。 

 

3. ミーティング概要 

 アジア各国の動向 

 1 日目の“Asian country updates”および 2 日目の“Institutional role in supporting 

open access, open science, open data”において、韓国・シンガポール・バングラデシュ・

写真 2 会議を運営した NPO 団体"Social 

Science Baha"のオフィス外観 

写真 1 会場垂幕 



日本の 4か国より報告がなされた。  

 特筆すべきはシンガポールの南洋理工大学の事例である。南洋理工大学では、2016 年 4

月より研究データの保存・公開に関する方針“NTU Research Data Policyiii”を施行してい

るが、会議ではこれに対応して実装されたデータリポジトリ“DR-NTU（Data）iv”とその

運用について報告がなされた。報告では、DR-NTU（Data）に登録されているデータセッ

トや、それらのレコード、メタデータの画面などが紹介された。登録されたデータは、加除

修正・アップデートが逐次記録され、バージョン管理が可能となっているほか、レコードに

は、DOI を含む、該当データを引用する際の引用記述が自動的に作成されるなど、データ

の長期的な管理や再利用への配慮を窺うことができる。これらの機能もさることながら、リ

ポジトリ自体を運用する部門“Office of Information、 Knowledge & Library Services”

および機関全体の役割として、データ管理に関する研究者への教育・啓発活動や、データキ

ュレーションサービスの展開について言及された点が印象深い。特に後者については、単に

データを取り扱うというだけでなく、データの可視性・再利用性を高めるため、研究者と相

互に技術的なコミュニケーションをも行っていると報告され、大学図書館員による支援体

制も相当に整備されたものであると窺い知れた。 

 

 今回の会議の中でもこれほどシステム・人的支援共に整備された事例はなく、日本国内に

おいてデータリポジトリの発展やデータライブラリアンの養成を推進するに際しても、近

隣の先進事例として大いに参考となるものと感じられた。DR-NTU（Data）はまだ運用開

始から 1年にも満たないとのことであるので、今後の動向も注視すべきだろう。 

 

 バングラデシュからの報告では、2017年 2月より開始した“Open Access Bangladeshv”

の活動と、国内の OA・OSプラットフォームの紹介がなされた。Open Access Bangladesh

は政府関係者をはじめとして、バングラデシュ国内の有識者・有志により組織されており、

バングラデシュにおける OA・OSおよび Open Educationを推進している。報告では、主

要な活動として、国としての OA方針を採択するための推進活動や、全国規模でひとつのリ

ポジトリを運用するナショナルリポジトリに関する活動、出版社との協働などが挙げられ

た。また、政府運営のオープンデータポータルについて多く言及され、これらを始点として、

適切な OA 方針の策定や、データを共有した研究者への評価システムの整備が必要である

と述べられた。 

 

 ナショナルリポジトリに関する報告は、後述のネパールのほか、韓国からもなされている。

韓国科学技術情報研究院（KISTI）が立ち上げを目指す“Korea Open Access Repository”

は、国内の OAジャーナル、機関リポジトリその他のグリーン OAコンテンツを収集し、一

元的に提供するナショナルリポジトリである。2018 年にはパイロット版が開発されるとの

ことだが、特に興味深いのは、海外のナショナルリポジトリとも連携することにより、Korea 



Open Access Repositoryという窓口ひとつで、

国内のユーザーが世界中のOAコンテンツにア

クセスできることを目標としているという点

である。筆者には、リポジトリはユーザーより

もコンテンツ提供者との関係を重視している、

という先入観があったことから、情報入手のプ

ラットフォームとしてリポジトリを拡大させ

るという発想は新鮮に感じられた。 

 

 ネパールの活動 

 ネパールに焦点を置いたプログラムとして、ネパールにおける OA活動の現状、教育・研

究用ネットワークの紹介、研究分析などに関する報告、そしてワークショップが設けられた。  

 OA 活動の現状については、ネパールの図書館等によるコンソーシアム Nepal Library 

and Information Consortium（NeLIC）viの運営するナショナルリポジトリ“Central Open 

Access Repository in Nepalvii”の紹介が主となった。ネパールにおいては、元来いくつか

のリポジトリは存在したものの、分野や言語が限定的であり、学術成果全体の公開を推進し

ているとは言い難い状況であったところ、ネパールにおける中心的なリポジトリプラット

フォームを目指してこのリポジトリが立ち上げられた。まだ歴史も浅く、方針の策定や研究

者への啓発など様々な課題はあるものの、将来的には国内の全リポジトリとリンクし、教

育・研究の質的向上を図るとされた。 

 

 またネットワークインフラについて、教育・研究用の高速ネットワークである“Research 

and Education Network（REN）”と、それをネパールにて提供する NPO 団体“Nepal 

Research and Education Network（NREN）”の紹介がなされ、ネパールにおける OA・OS

の支援として、コンテンツへのアクセスの高速化のほか、リポジトリのホスティングに関す

る技術的なサポートの提供が可能であるとされた。またネパールの研究分析の報告では、他

国の研究者との共著論文への依存度が高いものの、研究成果の公開数は増加しており、臨床

医学や地球科学などの分野では高い研究力を示しているとされた。 

 

 以上の発表を踏まえて、ネパールからの参加者を中心としたワークショップが実施され

た。ここでは Central Open Access Repository in Nepal の発展がテーマとされた。 

 筆者は僅かにディスカッションや発表の様子を傍聴するのみであったが、COAR のウェ

ブサイトでは、コンテンツ増加や認知度向上のため、いかに協働するかについて議論され、

様々なアイデアが生み出されたと報告されている。筆者はこれまで、OA・OSの先進事例と

して西洋諸国の事例を見聞することが多かったため、今回の会議において、それらに勝ると

も劣らないアジア各国の事例に触れることができ、大いに刺激を受けた。日本国内の OA・

写真 3 会議の様子 



OS 推進において学ぶべき点は多くあり、それらをどう取り入れるべきか思案する一方で、

今回報告されたそれぞれがどのような発展を遂げていくか、今後も注視していきたいと感

じた。 

 

以上 

 

i COARウェブサイト：https://www.coar-repositories.org/community/asia-oa/asia-oa-

meeting-2017/ 
ii 本稿は、以下の記事に加筆・再編集を加えたものである。 

中谷昇. “COAR Asia Meeting 2017＜報告＞”. カレントアウェアネス-E. 2018, no. 340, 

E1988. http://current.ndl.go.jp/e1988 （2018年 3月 1日時点） 
iii http://research.ntu.edu.sg/rieo/RI/Pages/Research-Data-Policies.aspx 
iv https://researchdata.ntu.edu.sg/ 
v http://www.openaccessbd.org/ 
vi http://www.nelic.org/ 
vii http://www.nelic.org/open-access-repository/ 
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